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三

四

武
蔵
野
新
田
乗
蕗
の
研
究

(第

i
報
)

-
新
町
村
の
開
拓
週
春
と
そ
の
華
豊
=i槻
(武
蔵
野
研
究

そ
の
四
)I

矢

嶋

仁

音

榊
孤
の
起
源

移
仕
開
和

の
壁
掛

新
町
村

の
飲

料
水
関
越

進
路
の
囲
油
と
畑
の
開
和

光
柿
の
設
･:･4

川
旧
姓
と
そ
の
親
村
(
人
什
移
勅
の
考
案
)

叩
場
の
創
立

淡
路
形
態｢

緒

雷

本
稿
は
'
武
城
野
基
地
は
於
け
る
新
田
架
渉
に
就
宅

そ
の
師
拓
の
史
的
過
苧

栄
誉

最

及
び
人
口
移
動
等

に
就
て
之
を
地
班
的
見
地
よ
.-,
考
察
せ
ん
と
試
み
た
序

諭
で
あ
る
｡
武
蔵
野
基
地
の
衆
蕗
は
既
で
は
､
既
は
戴

多
の
先
導
が
多
数
の
叢
歳
を
公
表
rb
れ
て
ゐ
る
が
､
聾

者
は
符
は
新
田
袈
蕗
の
磯
連
を
中
心
と
し
て

武
減
野

董
地
の
開
拓
と
栄
落
形
成
の
地
排
撃
的
研

究を
意
図
し

て
ゐ
る
｡
武
蔵
野
基
地
は
於
け
る
栄
静
聴
連
の
自
然
地

(-)(り)(
)(･)

理
的
基
礎
及
び
総
論
的
研
究
は
既
に
二
三
の
離
誌
は
放

て
之
を
聴
蓑
し
た
｡
本
稿
は
そ
の
各
論
の
一
計
恵

す
も

の
で
あ
る
0

新
町
朴
(
現
在
の
東
京
府
西
多
摩
郡
霞
村
新
町
)
の
衆

蕗
は
青
梅
町
の
東
方
約
三
粁
'
青
梅
荷
造
に
沿
っ
て
西

武
城
野
の
姦
地
上
に
赴
設
rb
れ
光

一
の
新
田
栗
静
で
あ

る
｡
而
し
て
そ
の
開
拓
は
'
慶
長
年
間
に
鼎
を
磯
し
徳

川
時
代
は
於
け
る
武
蔵
野
蔓
地
開
拓
の
先
駆
を
な
す
も



の
し
一
で
あ
る
｡

筆
者
は
､
新
町
村
の
開
拓
者
青
野
織
部
之
助
の
手
記

(5)

(･3)

と
し

て体
へ
ら
れ
る
｢

仁

許

開
村
記
｣
及
び
｢

新

田

屋

敷
割

帳｣
其
の
他
の
文
献
､
地
割
間
並
び
に
野
外
調
査

の
薯
測
観
察
等
を
基
と
し
て
本
稿
を
輩
し
た
｡
切
に
北

軍
の
掬
示
数
を
仰
ぎ
た

い
と
息
ふ
.
西
本
研
究
は
就
て

は
田
中

｡
今
村
所
動
数
援
及
び
詰
材
排
撃
士
の
御
懇
篤

な
る
御
指
導
を
恭
ふ
し
ね
｡
是
等
の
諦
北
壁
'
前
記
の

諸
文
献
の
開
児
を
許
さ
れ
た
霞
舟
新
町
の
青
野
藤
右
衛

門
氏
及
び
研
究
上
多
大
の
御
世
話
に
な
っ
た
渉
谷
匿
千

駄
ヶ
谷
第
二
小
撃
杖
訓
導
高
野
苗
太
郎
氏
は
封
し
衷
心

感
謝
の
恵
む
表
す
る
次
姉
で
あ
る
｡

こ
､
開

拓

の

鯉

源

新
町
相
の
開
拓
者
'
吉
野
棉
部
之
助
は
'
元
武
州
恕

城
主
戚
田
下
姐
守
長
春
の
家
臣
で
p
主
家
成
糾
氏
の
授

落
後
も
武
戚
野
基
地
の
西
端
､
加
治
丘
陵
の
南
就
な
る

師
岡
杵
に
粧
し
て
ゐ
た
｡
彼
は
夙
に
武
城
野
の
荒
野
周

拓
に
就
て
の
志
を
抱

い
て
ゐ
た
が
p
慶
長
十
五
年
脊

々

賂
罫
徳
川
秀
忠
の
鹿

狩
に
遊
ぶ
ほ
付
し
て
開
墾
の
革
む

純
減
野
新
川
規
格
の
桝
牝
(節

.1琳
)

願
S
出
で
ゝ
許
さ
れ
同
十
六
年
三
明
よ
-
新
旧
切
開
拓

に
着
手
し
た
の
で
あ
る
｡
武
減
野
の
原
野
を
新
し
-
開

墾
し
て
宋
蕗
を
形
成
し
､
且
つ
9
J
の
地
を
以
て
粗
方
経

ヽ
ヽ
ヽ

酒
の

一
中
心
た
ら
し
め
ん
と
の
意
図
よ
-1
｢
新
町
朴
｣
と

命
名
し
カ
｡
そ
の
後
'
道
路
の
開
通
'
移
住
者
の
局
数

制
p
井
月
の
掘
襲
.
社
寺
の
勘
静
'
市
場
の
設
置
等
に
意

を
州

3
'
着
々
と
開
拓
の
業
を
進
捗
し
た
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

開
拓
の
起
源
に
附
し
'
前
記

｢
仁
労
開
村
記
｣

に
は

衣
の
如
-
討
L
で
あ
る
｡

ll
.
座
長
十
五
坤
十
月
廿
.IH

椎
雑
株
御
胎
齢
に
御
成
搬
出
､
大
狐
山
1.d
統
山
々
泡
に
御
上
盟
被
迎

布
令
の
人
家
､
徒
水
の
人
絹
'
裟
紫
の
那
俄
可
放
流
'
此
塊
野
山
々

之
間
に
民
家
可
有
桝
と
紳
上
窓
の
山
'
凪
闘
犬

二
知
日
以
人
云
ス
と

此
封
之
御
仁
政
乍
恐
郡
市
春
杯
桝
に
御
代
骨
よ
り
御
内
治
布
之
､
新

川

-i
=U
草
創
の
思
立
允
よ
り
雄
｡

即

ち

新

町

杵

の

開

拓

は

時
の
官
の
内
意
に
よ
っ
て
起

っ
た
も
の
で
預
で
を
の
志
を
抱
け
る
織
部
之
助
は
新
任

取
立
の
腰
藷
を
提
出
し
て
代
官
の
許
可
を
得
た
の
で
あ

る
｡
を
の
願
番
は

以
慾
仲
春
伺
総

て

紙
州
多
焼
些

ニ
川
棚

州
之
伴
野
上
之
郷
紙
鵜
野
に
家
紐
新
川

-I
相

.ll.七

三
･五



地

球

節
二
十
六
番

取
立
申
臆
低
'
械
仰
候
は

iJ川僻
吋
仕
低
伐
両
帝
窺
侠

以
上

超
克
十
六
舛
頚
三
月

舘
野
納
経
之
助

御
代
甘
桟

と
あ
る
如
-
.

そ
の
開
拓
の
史
的
開
展
は
､
賓
は
慶
長

十
六
年
は
鼎
を
敬
し
武
減
野
新
円
閏
磯
の
先
駆
を
な
す

も
の
と

い
へ
や
う
｡

か
-
て
新
E
経
常
の
許
可
は
下
カ
.
織
部
之
助
は
近

傍
の
渚
柑
よ
-
移
住
者
を
寡
基
し
た
｡
併
し
乍
ら
常
時

進
ん
で
此
の
地
は
移
任
し
て
開
拓
の
業
は
-従
は
A
と
す

る
者
は

山
向
を
-
､
匿
ち
ほ
栄
藤
の
成
立
を
見
る
ほ
至

ら
在
か
つ
ね
｡
之
は
三
嶋
新
関
に
失
敗
の
前
例
も
あ
～,h

静
時
細
大

の
荒
野
h
t開
拓
し
て
緊
蕗
を
形
成
す
る
罫

は

Xト爪

容
易
の
事
で
夜
か
つ
カ
の
で
あ
る
｡
前
掲
番
に

有
之
桝
州
折
先
安
配
之
村

々
仙
之
村
々
に
も
川
甘
他
称

之
株
に
糊
ル

伊

に
吋
川
潜

.I
切
加
…'
炎
窓
を
詳
ル
こ
､
此
野

三
二
嶋
と
云
新
川
民

家
十
四
就
秤
有
之
桝
舶
脱
御
陣
之
節
立
退
陪
ル
倣
'
眼
光
北
ハ'
如
前

成
就
靴
戊
と
瓜
ふ
政
､
○
甘
批
不
出
倣
.
依
両
少
分
に
仕
立
､
彼

ら

段
々
家
政
吋
舶
樹

と
あ
る

如

-

p

本

新
田
の
揮
皆
に
際
し
て
は
､
先
づ
始

め
少
分
に
仕
立
V
p
移
住
者
の
槍
加
'
開
塾
の
進
捗
に

節

大

粒

望

八

三六

臆
じ

て漸
次
家
数
HLJ樹
加
す
る
計
賓
を
以
で
し
た
の
で

あ
る

〇
三
.
移
住
開
墾
の
奨
周

か
-
て
屋
敷
割
そ
の
他
の
計
憲
は
着
々
進
行
L
p
Hl

宵
姓
を
寡
つ
ね
が
前
連
の
如
-
そ
の
常
初
､
移
住
者
は

殆
人
ど
皆
無
の
状
態
で
あ
っ
AJ｡
そ
乙
で
織
部
之
助
及

び
彼
と
志
を
同
じ
う
す
る
池
上

･
頗
野

･
嶋
田
等
の
人

々
は
屡
々
職
部
之
助
の
家
は
脅
し
て
之
を
試
し
出
宵
姓

の
有
る
楼
官
は
願
っ
た
罫
は
次
の
記
載
に
ょ
っ
て
も
之

を
窺
ふ
事
が
出
凍
る
｡

川
甘
批
有
之
棟
FE願
事
上
ル
都

.I

.
北

拡月
十
五
日
池
上
新
米
街
門
､
吹
上
､
鮭
野
仁
左
肘
門
'
常
柑

鴨
川
勘
仰
出
走
柑
門
我
等
宅
.fd
袖
参
新
川
川
甘
地
軸
之
噺

二
伸
'
三

人
申
棟
､
我
笹
北
ハ
岸
救
前
根
､
乍
不
及
カ
を
添
町
中
段
申

二
伸
､
舶

ハ
創
腔
低
岸
数
理
之
研
二
軒
分
宛

州
波
'
予
が
和
談
榊
手
槻
存
供
銑

ハ
御
代
甘
江
僻
村

々
よ
り
川
甘
地
有
之
樺

1T
御
批
批
可
桝
と

一
決
し

て
各
迎
也

と
あ

る
如

-
'
織
部
之
助
と
そ
の
同
志
蓮
は
､
速
か
ほ

出
官
姓
の
あ
ら
人
事
を
試
し
'
代
官
よ
み
近
傍
の
諸
相

へ
移
住
糊
誘
の
廻
状
を
下
さ
れ
人
事
を
願
払
出
ね
の
で



あ
る
0
之
に
よ
っ
.tJ
P
代

官
よ
-,L
の
廻
状
は
出
さ
れ
､
次
に

示
す
如
く
近
傍
十
九

ケ
相

に
亘
っ
て
庶
-
を
の
出
宵
姓

を
求
め
た
の
で
あ
る
｡
を
の
廻
状
に
は
､

ノ
此
庶
'
河
流
赦
野
二
台
脚

純
部
之
助
敢
納
耽
新
川
耽
立
位
問
二
氾
三

頒
布
之
蒋

ハ
川
之
､
t･;
姓
州
軌
吋
中
位
､
瓜
井
挿
入
鵬
織
部
之
助
苑

榊
次
妨
吋
H
供
若
猶
滞
吋
侶
越
舷
肴
也

北
二
月

:.内
炎
4
.Li兵
柑
鯛

蘭
特
利

出
絆
相

成

水

村

北

小

骨

木
村

藤

締

付

谷
野
柑

木

ノ

下

桐

陥
山舟
利

枇

ケ

布

村

西
分
村

瀬

願
寺

村

石
刺

々hI
･.i.

叩
*

ポ
刺
状

良
川

村

'
州
中

村

､
駒
木
斬

利

､
サ
ケ

掛
村

'
利
川村

､
下

利
､

二
又
花
村
迄
加
地

る

iS
射

々
我

先
舛
瑞

拭
城
野
新
川
淡
路
群ー
碇
(
妨

TL
耶
)

と
記
n
れ
て
ゐ
る
｡
右
に
あ
る
村

々
は
主
と
し
て
加
治

丘
陵
の
覇
麓
も
固
部
山
地
及
び
基
地
の
南
練
の
多
摩
川

沿
岸
の
町

々
で
あ
っ
充
｡

か
-

一
方
に
田
百
姓
を
求
ひ
る
と
共
に
､
同
年
三
月

屋
敷
番
付
を
行
以
'
別
帳
に
寵
め
償

い
光
村
々
よ
タ
参

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ら
次
第
.r
屋
敷
何
番
誰
｣

と
記
し
て
渡
す
事
と
し
た
の

で
あ
る
｡
か
-
て
先
づ
慶

長
十
八
年
三
月
南
小
骨
木
村

の
若
林
五
左
衛
門
氷
っ
て
二
野
分
を
波
さ
れ
'
同
四
月

高
根
分
よ
-,h宮
守
次
郎
左
衛
門
凍
っ
て
之
に
伽
は
-
､

前
記
四
人

の
人
々
と
共
に
新
町
柑
開
拓
の
相
談
相
手
の

列
に
加
は
っ
て
開
墾
事
業
の
促
進
に
カ
を
霧
し
な
の
で

あ
っ
た
〇
四
､
新
町
村
の
飲
料
水
問
題

か
-
て
新
町
朴
建
設

の
計
憲
は
成
-
､
屋
敷
割
は
出

来
ね
が
､
未
だ
井
声
掘
艶
の
事
は
行
は
れ
ず
､
之
が
開

拓
の
業
の
遅
々
た
み
敵
失
の
原
因
で
あ
っ
た
｡
新
町
相

の
あ
る
地
域
は
武
蔵
野
姦
地
に
於
で
も
地
下
水
面
の
粗

(
)

い
地
域
は
厳
し
で
ゐ
る
｡
聾

者

が

一
九
三
五
年
六
月
此

の
附
近
の
各
井
戸
に
北
で
薯
測
し
た
紳
基
に
ょ
る
と
1

望
ル

三
七



地

球

鱒
二
十
六
怨

何
れ
7P
地
表
よ
ら
地
下
水
而
迄
の
洗
ru
は
十
二
米
h
t超

え
､
帯
水
層
は
蓮
す
る
迄
に
は
約
二
十
米
を
掘
激
し
老

け
れ
ば
な
ら
覆

い
｡

掘
婁
技
相
の
進
歩
L
を
か
っ
た
常
時
は
於
て
は

一
非

を
掘
る
の
も
決
し
て
容
易
を
業
で
は
夜
か
つ
ね
｡
武
城

野
養
地
の
内
部
は
裟
蕗
の
磯
連
の
遅
々
･た
る
原
因
は
賓

は
此
の
飲
料
水
採
取
の
難
が
敢
大
の
制
約
で
､
新
町
村

の
如

irTJも
そ
の

7
例
で
あ
る
｡

そ
れ
故
そ
の
来
港
設
定
の
位
置
は
就
で
も
､
先
づ
考

慮
さ
れ
LJ
の
は
､
此
の
邪
で
あ
っ
た
｡
即
ち
､
基
地
の

内
部
は
開
墾
す
る
時
は
､
土
地
紅
旗
-
得
ら
れ
る
盤
は

あ
っ
て
79
､
第

7
に
飲
料
水
問
題
は
於
で
不
便
を
戚
ず

る
｡
そ
の
皆
初
は
井
戸
掘
紫
の
難
か
ら
､
先
づ
古
村

へ

水
汲
み
は
種
復
し
得
る
成
る
べ
-
基
地
の
西
報
に
近

い

所
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
｡
併
し
乍
ら
此
の
場
所
と
て

も
､
北
方
加
治
丘
陵
の
甫
密
又
は
南
方
の
多
摩
川
沿
岸

の
地
域
は
至
る
湛
各

一
･
五
-

二
粁
轟
あ
っ
て
pjl毎
日

の
州
と
し
て
は
到
底
堪
え
難
さ
事
で
あ
っ
た
｡

そ
れ
故
移
住
開
塾
の
勘
誘
は
あ
つ
で
も
､
井
戸
掘
凝

姉
六
蛇

叩
H
rJ

三
八

の
未
だ
行
は
れ
ざ
る
内
は

一
向
出
宵
姓
の
見
る
べ
き
79

の
は
な
か
つ
ね
の
で
あ
る
｡

織
部
之
助
が
'
出
LTT
姓
糊
譲
は
就

い
て
､
唐

よ
･a
近

傍
諸
相

へ
廻
状
を
下
さ
れ
八
事
を
願
っ
た
願
番
に
も
.

以
お
け
尉
上
牧

.i
'
去
亥
咋
中
春
鋸
低
新
川
川
甘
地
舶
…御
純
侠
尤
今
以
外
穿
不
巾
倣
問

非
穿
人
絹
辻
村
よ
り
川
中
候
様

二
以
御
威
光
侶
御
地
被
遊
耳
下
仮

以
上慮
長
十
八
年
北
二
月

御
代
甘
様

告
野
織
部
之
助

と
あ
っ

て

井

月

掘
生
の
事
を
第

山
の
業
と
し
て
ゐ
る
｡

そ
rJ
で
開
拓
促
進
の
先
決
問
題
と
し
て
慶
長
十
八
年

七
月
先
非
の
事
を
範
し
､
同
年
十
月
よ
-
翌
三
月
迄
は

三
個
の
井
月
を
掘
濫
し
た
｡
そ
の

.i
っ
は
織
部
之
助
宅

他
は
抽
敦
に
ょ
つ
て
そ
の
楳
犀
を
決
定

し
た
の
で
あ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

る
｡
而
し
て
そ
の
鼎
談
の
櫛

｢
後
々
著
村
有
姓
不
埼
有

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

之
ば
水
汲
せ
不
申
事
第

一
の
仕
龍
は
可
敦
倣
-
･･｣

と

申
合
せ
た
如
き

は､
這
般
の
事
情
を
物
語
る

一
資
料
と

い
へ
や
う
｡

(
ヱ

井
月
堀
峯
に
紺
し
て
は
ヽ
前

掲

藩
に

非
好
餌



.I
P
同
十
月
我
等
掩
典
に
非
併
収
掛
十

一
月
二
日

三
成
､
産
経
四
八
粍

サ
拾
.Ii山
林
'
石

二
両
舶
･"
､
次
郎
有
村
門
同
三
T77J1
よ
り
始
め
極
月
朔

日
成
､
弟
鴫
四
八
快
サ
拾
凹
祐

I/

俊
長
十
九
咋
餌
.g
朴
十
五
円
仁
光
村
門
井
土
耽
始
二
言

十
日
迄

,f

成
'
滋
池
･'#
八
五
寸
探
サ
十
砕
石

二
両
曲
､
此
非
慌
水
川
ル
故
､
勘

仰
山
非

ハ
末

二
可
穿
人
足

ハ
村

々
よ
川
購
次
妨
川
故
別
甜
物
人
知
之

蝕
は
北
二

月
よ
り
絞
相
的
窮
政
体
也

と
あ

わ
'

始
め
此
の
三
井
を
以
て
相
の
共
同
井
戸
と
し

た
が
'
藍
に
元
卸
四
年
に
陣
屋
数
及
び
勘
解
由
左
衛
門

の
屋
敷
に
井
を
穿
っ
た
｡

之
等
の
井
戸
は
何
れ
も
そ
の
内
壁
を
人
頭
大
の
玉
石

を
以

て汲
み
磯
暦
の
崩
壊
を
防

い
だ
の
で
あ
る
｡
記
銀

に
よ

れば
之
等
の
井
月
の
完
成
迄
は
何
れ
も

一
ケ
月
乃

至
三
ケ
月
近
-
の
日
子
を
費
し
そ
の
難
工
事
た
る
事
を

物
語
っ
て
ゐ
る
｡
而
し
て
霜
に
注
意
す
べ
き
鮎
は
此
の

地
域
は
地
表
よ
-
地
下
水
面
の
操
rb
は
可
成
深
い
が
'

そ
の
水
の
厚
r
uが
極
め
て
大
在
る
事
で
あ
る
｡
聾
者
が

此
の
附
近
で
賓
測
し
た
粘
英
は
姉

山
東
の
如
-
で
あ
る

が
極
め
て
水
の
原
ru
の
大
な
る
地
域
p
換
言
す
れ
ば
地

下
水
の
水
盛
豊
富
な
地
域
に
督

っ
て
ゐ
る
鮎
で
前
摘
記

武
威
雌
新
川
雅
箔
の
研
究
(節

一
報
)

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

錐
に
も
｢此
井

水

能

出

る
故

｣
三
と
あ
る
の
は
そ
れ
む
物

語
っ
て
ゐ
る
｡

聾
者
が
轡

さ
は
今
村
助
教
授
と
共
に
聴
衆
せ
る
論
文

は
於
て
西

武
蔵
野
の
繁
静
立
地
の
根
本
要
因
と
し
て
地

下
水
と
の
踊
係
を
論
述
L
t
を
の
論
甲
は
於
で
軍
に
地

表
よ
¢
地
下
水
面
迄
の
操
rh
(
L
)
の
陶
係
を
考

へ
る
切

み
な
ら
ず
､
更
に
地
下
水
の
厚
rb
(
-
)
を
も
併
せ
考
ふ

る
事
の
蛮
骨
な
る
を
定
盤
的
研
究
に
基

い
で
'
之
を
指

摘
し
ね
の
で
あ
る
が
'
新
町
相
に
於
け
る
前
述
の
事
柄

は
賓
に
そ
の
革
質
互
選
藩

す
る
も
の
で
'
地
下
水
面

の
洗

い
地
蚊
で
あ
-
乍
ら

碕
衆
落
形
成
の
可
能
な
-

し
所
以
の
79
の
は
全
-

乙

の
地
域
の
地
下
水
の
水
洗

(

-)の
大
な
る
が
偽
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡

か
-
の
如
く
帯
水
層
の

洗
い
地
域
で
あ
る
馬
に
現
在
に
於
て
も
井
月
数
は
極
め

由

三

三
九



嶋

韓

鱒
二
十
六
●

て
少

-

'

新

町

の

線

月

数

1
三

五

月

で
井

月
数

は

二
〇

(
昭

和

十
年

十
月

現

在

)
暮こ
為

ぎ

ず

大
部

分

は
共

同

井

戸

と
使

用

し

て
ゐ

る

(
第
一
脚

春

原

)
0

第 一 陣

新町梼路上の共同井jS
五
'
遍
路
の
E
濃
と
畑
の
E
義

足
蕗
の
問
沌
-こ
放
て
は
頗
る
意
と

用
ひ､先
づ
大
鑑

七
本
と
定
め
て
､
江
戸
･秩
父
･八
王
子
及
び
州
繊
等
と

(与)

頼

ん
だ｡
即
ち
前
端
尊
書

嘉大義亨l
『
0

義_文事

)

'責十方<Jzlま鷺之
村
方
人
見
-胃
義
と
東t
.
日
本
七
義
と
朴

富豪的一束鷺qOた
9
名
粛
粛
江
七
飾
d尭
▲

一'江
戸

暮巾tE間
(兼
(五
E
)徽
鶴
ヶ峰
､
村
山
濃

,
山
霊

tt何遍巾三間(
未
ハ五
『
)野
濃
義-
･(
縦
集
散

此遍
井

d寛厳)､秩父義巾二間
中

二鱒徽貞義巾薫
E

4'八王子嘉巾貞
E
爾
間
鵡
I

t'(遭巾貴職
輝
嶋
毒
す

l

t州畿義巾F
E

二
本
木
村
亀
･b

若
者
大
義
也
'
外
d員
貴
書
義

d
巾
義
間
遭
'
丑

ハ
宵
､
野
上
倉
上

-
鷺
は
野
生
､
井
鵡
d
野
遭
巾
真
間
'
是

ハ
青
撫
千
ケ
濃
之
野
義
'

北
轟
ハ
叔
父
遭
･.tJa
慮
牧
瀬
鎗
<
雷
鎗
九
番
之
州
名
｡
東
上
1
義
江

巾
円
尺
lr井
戸
遭
騨
'
此
外
野
雛
'
ケ
奈
義
'
舞
嶋
濃
巾
薫
叩
亀

有
十
月
十
一
Jzz]T鯵

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
e
之
を
以
て
み
て

一息

冨
時

の

此

の

財

近
の
変
温
上
の
要
地
は
､
江
戸
･秩
父
･
川

場

及

び

入

王

子
で
あ
4
'
立
社
に
放
け
る
帝
串
叉
は
市
場

町

と

し

て

此
の
地
方
の
核
心
来
港
を
形
成
し
て
み
ね
の
は
､

甘

糠

井
嶋
及
び
伊
奈
(
現
在
の
西
多
摩
淋
穆
戸
村
伊
奈
)f
J
あ

っ
た
事
が
推
奏
さ
れ
る
｡
薪
町
村
は
之
尊
の
車
地
と
輪



ん
だ
の
で
あ
る
｡

畑
の
開
墾
に
就
て
は
'
薮

の
所
を
切
開
か
せ

蝕
も
開

墾
の
普
初
三
ヶ
年
は
無
年
貢
で
耕
作
せ
し
ひ
る
轟
と
し

た
0此
皮
武
瀬
野

二
新
川
耽
立
位
'
各
党
之
揚
仰
切
被
開
倣

ハ
バ
常
年

よ

り
三
咋
触
中
東

FE
何
基
後
は
川
作
打
払
可
動
性
此
秋
材
舵
能
御
姐
減

額
倣

寅

十
月

を
野
紙
部
之
助

と
あ
る
の

は
､

這
般
の
事
情
を
物
語
る
79
の

で

､

極

力

開
墾
出
作
の
革
む
鋤
め
カ
の
で
あ
る
｡
か
J
る
例
は
他

の
新
壁
の
地
に
も
あ
る
革
で
､
三
宮
新
田
の
開
墾
の
際

は
五
ケ
年
間
の
免
税
を
以
て
し
､
そ
の
他
各
地
の
新
盤

地
で
開
勢
後
五
年
叉
は
三
年
と

い
ふ
や
う
に

一
定
期
間

鍬
下
年
季
と

い
っ
て
僅
少
の
枕
を
納
ひ
る
か
､
叉
は
無

税
と
し
も
新
m
の
墾
熟
す
る
を
待
っ
て
'
舶
皆
の
物
を

(7)

上
納
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
カ
｡
(

地

方
凡
例
錬
怨
二
)

か
-
で
新
町
相
の
開
拓
の
業
を
進
め
ん
と
す
る
時
'

宛
も
徳
川
豊
粁
両
氏
間
の
風
雪
急
在
る
秋
に
脅
し
'
新

田
経
常
の
革
は
暫
し
中
断
さ
れ
た
が
'
元
利
二
年
よ
-

家
建
p
未
寄
等
の
革
が
行
は
れ
わ
o

紙
奴
野
新
川
塘
路

の
研
碇
(妨

1
粕
)

其
の
後
徳
川
家
康
の
他
界
に
よ
っ
て
神
び
新
田
鮭
密

は
中
断
さ
れ
た
が
や
が
て
就
寺
の
建
設
あ
少
近
傍
謝
村

よ
与
の
出
作
者
79
漸
次
塘
加
し
て
p
そ
の
業
は
漸
-
進

行
す
る
に
至
っ
た
｡

開
墾
の
常
初
は
何
れ
も
本
村
よ
-
の
出
作
を
主
と
し

て
ゐ
カ
の
で
あ
る
｡

大
､
繋

薄

の

設

定

開
拓
の
皆
初
発
づ
兼
西
十
八
町
の
地
を
劃
し
て
栄
藤

を
設
定
し
開
墾
の
赦
榛
光
ら
し
め
ん
と
し
､
東
西
は
迫

ず
る
道
路
の
両
側
は
屋
敷
割
が
行
は
れ
カ
｡
そ
の
記
錐

に
は

村
形

分
析
虹
之
部

;
T.･
1.
:

-i
.
十
三
月
五

日
予
瓜

敵
意
を
以

斗

､

野
上
柑
地
Fm曙
光
町
下

TL
国
数
･:･4

ハ
地
峡

二
両
腔
莱
勝
手
排
封
と
北
之
川
口ヤ
シ
冬
帆
雛
､
共
上
土
的
推

怒

敷
'
非

ヲ
不
辞
内
も
村
村
えー二
水
汲

'[
辿
L
O
西

ハ
土
仙
迫
と
い
(

ど
も
､
北
之
班
‖回
-
娃
き
故
'
北
風
防

fE
位
布
､
紫
非
之
水
串
魅
之

節
も
古
村
江
妃
-
.
家
作
氾
典
を
班
も
､
古
村
江
泣
き
を
吋
望
､
位

相
野
上
地
崎
江
統
柑
村
形
を
法
る
｡

番

ハ
恨
給
聞

JL
紀
｡

と
記

し

て
あ

る
｡

之
h
l･以
て
見
る
と
､
架
蕗
の
位
置
設

E
蓋

川

l.



地

球

節
二
十
大
食

ヽ

ヽ

定
に
就
で
は
p
地
坪
的
修
件
h
t考
慮
し
､
件
は
防
風
と

ヽ
ヽ
ヽ

飲
料
水

の
問
題
に
韮
鮎
を
置
い
た
の
で
あ
る
｡
即
ち
そ

の
位
置
が
毒
地
の
具
申
で
あ
れ
ば
'
土
地
が
蛮
潤
で
開

墾
も
自
由
で
あ
っ
て
､
農
業
は
勝
手
で
あ
る
が
､
第

一

の
難
瓢
は
'
防
風
問
題
で
あ
る
｡
北
風
を
防
止
す
る
事

の
で
p
Jな
い
の
は
､
境
野
の
最
中
に
位
置
し
難

い
一
の

地
･=排
的
制
約
で
あ
る
｡

次
ぎ
ほ
､
飲
料
水
の
問
題
に
就
て
は
既
は
述
べ
た
如

-
で
あ
っ
て
'
井
月
以
外
は
頗
る
べ
き
も
の
が
な
-
1

加
ふ
る
hU>
素
地
面
は
'
地
下
水
面
が
非
常
に
洗
い
の
で

あ
る
〇

･井
月
の
掘
愚
は
多
大
の
費
用
と
技
術
の
国
難
と
む
知

つ
ね
彼
等
は
､
先
づ
飲
料
水
は
'
之
を
有
村

へ
求
め
p

水
泥
み
ほ
通
っ
て
う
そ
の
用
に
是
さ
ん
と
し
た
の
で
あ

(.;)

る
｡
従
来
の
古
村

へ
の
距
離
は
'｢
西

ハ
野
上
地
暗
よ
与

野
迄
'
東
酉
凡
拾
入
町
衆
園
は
羽
村
地
崎
よ
-
北

ハ
脊

寺
地
幡
迄
南
北
凡
給
京
町
飴
｣
で
あ
っ
た
.

此
の
距
離
な
ら
ば
(
水
汲
み
に
迫
ふ
の
が
可
能
で
あ

る
と
の
推
定
を
L
t
こ
れ
以
上
離
れ
て
は
遠
す
ぎ
る
と

節

米

批

望
四

四

二

の
見
解
の
下
に
そ
の
衆
蕗
の
位
置
を
設
定
し
LJ
の
で
あ

る
｡
新
町
村
が
武
戚
野
基
地
西
紬
の
脊
振
と
狭
山
丘
陵

の
未
練
と
の
間
で
､
そ
の
中
央
に
位
置
せ
ず
し
て
､
酉

に
偏
し
て
位
樫
し
た
の
は
'
賓
は
如
上
の
地
球
的
候
件

は
よ
っ
た
為
で
あ
る
｡
屋
敷
割
及
び
耕
地
剖
等
に
就
で

は
次
の
記
錐
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
｡

1
'
岸
敗
刺
村
形

ハ
'
五
形
の
数
を
以

､
加
西
江
家
i
=
之
所
､
五
町
'

桐
川
桁
北
に
し
て
､
中
火
の
江
戸
泣
州

ハ
北
地
袈
不
足
也
､
此
漉
尚

江
弛
ス
こ
､
土
手
ヨ
リ
官
五
拾
問
鞘
之
野
上
分
之
内

Il
河
南
江
姐
セ

ハ
新
川

巌
流
之
伊

,T
南
京
拾
間
飴
尚
江
辞
ル
'
此
泣
村
輔
北
之
中
火

二

川
ル
O

.i
P
屈
敷

ハ
日
本
六
掛
六
rE
習
'
北
側

三
二
齢
三
t.
南
も
三
拾
三
Jl
測

光
珪
呼
分
迫
と
い
ヘ
ビ
も
市
立
鑑
党
有
倣
知
新
上
下

二
土
手
を
築
｡

即
ち

t

Ti
,
の

栄
藤
の
設
定
は

際

し

て

は
'

道

路

の
両

側
に
各
三
十
三
の
屋
敷
割
を
施
し
p
更
は
そ
の
普
初
か

ら
､
後
々
此
の
地
は
市
を
立
て
凡
と
す
る
意
閲
を
有
し

て
ゐ
た
革
が
窺
は
れ
る
｡

同
時
に
此
盛
に
陣
屋
敗
を
設
け
､
史
は
防
風
の
設
備

と
し
て
'
並
木
を
僻
ゑ
.
堀
を
閲
覧
し
て
排
水
の
優
を

講
じ
た
｡



(7
)

陣
屋
敷
は

｢
御
代
官
｡領
主
･地
頭
役
人
朝
詰
'
御
用

主
用
を
取
捌
役
所
｣
(
地
方
凡
例
鉢
巻
六
)
で
あ
る
｡

陣
屋
政
は
既
に
骨
梅
に
は
あ
つ
た
が
'
変
に
新
し
-

此
魔
に
定
置
し
て
統
治
の
健
を
図
-㌔

此
の
地
を
以
て

昔
梅

｡
箱
根
ヶ

崎間
は
於
け
る

一
輝
衣
と
し
て
敏
速
せ

し
め
凡
と
期
し
た
の
で
あ
ら
う
｡

か
-
て
開
拓
の
計
憲
は
威
-
'
新
墾
地
は
'
道
断
を

以

て南
北
に
二
分
L
t
短
冊
型
の
屋
敷
割
を
施
し
た
｡
.

各

家は
道
路
に
而
し
て
作
-
､
各
月
の
開
墾
地
は
'
先

づ
夫
々
の
屋
敷
割
の
後
方
に
同

一
の
巾
を
以
て
開
き
宅

地
の
玉
手
は
耕
地
に
績
き
'
更
に
山
林
に
及

ぶや
う
に

し
た
の
で
あ
る
｡
特
に
道
路
の
北
側
の
宋
蕗
で
は
宅
地

の
低
後
は
若
干
の
屋
敷
林
を
残
し
ね
が
､
之
は
主
と
し

て
北
風
に
封
す
る
防
縮
の
馬
で
あ
る
｡

か
し
る
屋
敷
割
､
耕
地
制
及
び
屋
敷
林
の
状
態
は
現

在
も
硝
そ
の
名
残
h
t留
め
て
掛
る
〇

七
､
出
首
始
と
そ
の
観
相

(人
目
柊
湖
の
奇
祭
)

新
町
柑
開
拓
の
篤
の
移
住
は
極
め
で
長
年
月
は
亘
っ
て

行
ほ
れ
た
｡-
開
拓
の
端
緒
は
､
既
は
慶
長
十
六
年
に
潜

流
城
野
新
日
米
路
の
研
究
(節
一報
)

し
て
ゐ
る
が
､
そ
の
常
初
'
開
拓
者
の
相
談
相
手
と
在

っ
て
参
加
し
た
数
月
を
除

い
て
は
､
何
れ
も
元
利
二
年

以
後
は
移
住
し
た
も
の
で
あ
る
｡

出
宵
姓
の
年
代
別
に
よ
る
状
況
は
第
二
表
に
示
す
如

く
で
あ
る
｡

彼
等
は
何
れ
も
発
き
ほ
地
割
慣
劃
し
た
屋
敷
割
に
家

を
建
て
､
開
塾
は
従
事
し
た
の
で
あ
る
｡

各
月
の
屋
敷
'
耕
地
及
び
森
林
等
の
面
積
に
就
で
は

確
た
る
記
銘
が
な
-
'
検
地
帳
79
'
わ
づ
か
に
を
の
日

放
を
鼓
す
の
み
夜
の
で
p
断
言
し
稗
な

い
が
､
開
拓
常

初
の
事
情
及
び
地
割
圃
よ
-
推

測
し
て
'
此
の
地
は
均

m
主
義
を
以
て
開
拓
ru
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

即
ち
そ
の
初
め
.
地
割
を
南
北
何
れ
旦

二
十
三
宛
は

促
劃
し
'
出
官
姓
に
は
'
堂
の
所
を
と
ら
せ
た

い
と

い

ふ
事
賓
､
始
め
の
相
談
相
手
と
在
っ
た
も
の
に
は
'
二

軒
分
を
典

へ
カ
と

い
ふ
事
賓
及
び
井
然
允
る
地
割
岡
よ

-
瓶
推
し
て
.
此
の
地
は
均
tjm
主
義
を
以
て
分
割
開
拓

さ
れ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

出
宵
姓
の
親
和
は
'
何
れ
も
近
傍
の
譜
相
で
､
開
拓

E
itLl(S
f

蛸

三



地

球

妨
二
十
大
塔

沓
初
よ
-Th軍
氷
十
五
年
迄
の
移
住
状
況
を
見
る
と
第
二

表
の
如
-
で
あ
る
0

之
を
見
る
と
殆
尤
ど
此
部
及
び
阿
部
の
山
地
叉
は
､

山
麓
地
域
と
南
方
の
多
摩
川
沿
岸
地
域
よ
わ
の
移
住
者

(6)

が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
Ol新
田
屋
敷
割
帳
｣
に
ょ
つ

て
そ
の
観
相
と
人
口
移
動
の
方
向
を
図
示
す
る
と
第
二

固
の
釦
-
で
'
大
部
分
線
遊
郭
よ
み
東
方

へ
の
移
動
で

あ
っ
て

兼
よ
少
西

へ
移
動
し
た
79
の
は
､
秋
川
丘
陵

の
西
北
庶
怒
る
高
根
よ
-
山
月
出
た
の
み
で
あ
る
｡
そ

の
他
二
月
は
他
囲
よ
ら
兼
ね
も
の
で
'

山
人
は
､
越
中

囲
兼
兄
郡
百
姓
庄
兵
衛
で
'
他
は
大
和
囲
百
姓
久
石
術

門
と
あ
る
が
両
者
北
ハp
前
々
よ
み
附
近
の
曲試
家
は
作
男

と
し
て
働

い
て
ゐ
ね
者
で
あ
る
｡

鉱
に
放
て
親
村
と
人
口
移
動
の
方
向
を
考
察
し
て
気

付
-
事
は
そ
の
観
相
が
大
部
分
山
麓
又
は
多
摩
川
沿
岸

等
ほ
あ
る
事
で
あ
っ
て

=蒜

か
J
る
地
域
は
飲
料
水

採
取
に
容
易
で
あ
る
の
で
古
-
よ
-
居
住
地
域
と
在
っ

て
ゐ
ね
も
の
で
あ
ら
う
｡
観
相
の
殆
ん
ど
凡
べ
て
が
泉

と

l
致
し
て
ゐ
る
か
或
は
地
下
水
面
五
光
以
下
の
極
め

節
六
雛

望

ハ

桝

桝

で
浅

い
川
渡
地
域
p
又
は
河
岸
段
丘
附
近
の
栄
藤
で
あ

る
〇

八
､
市

場

の

創

立

新
町
村
開
拓
の
目
的
は
､
武
減
野
の
境
野
を
開
墾
し

農
耕
地
を
求
め
凡
と
す
る
に
あ
つ
た
が
､
史
は
開
拓
者

の
意
図
は
'
賂
凍
乙
の
地
に
定
期
市
を
開

き
新
町
村
を

以
V
.
経
絡
的
の

一
中
心
地
た
ら
し
め
ん
と
す
る
は
あ

っ
た
O
併
し
乍
ら
'
常
時
既
望

円
梅
'
七
日
市
場
等
ほ

は
定
期
市
が
あ
っ
カ
の
で
､
そ
の
間
は
介
在
し
て
新
市

h
L撃

止
す
各
事
は
容
易
の
事
で
は
な
か
っ
た
｡
之
に
放

て
の
記
錐
は
よ
る
と
'

市

故
ル
起
之

餌

.i
'
元
利
三

年
巳
十

一
月
､
常
新
町

こ
村
立
臆
工
夫
之
桝
に
新
市

ハ
雛

立
故
､
藤
椅
'
今
井
両
村
朋

.)
市
光
年
和
之
山
'
天
正
年
中
道

ハ
平

山
越
前
守
拭
部
璽

冒

云
人
撤
収
低
故
､
平

皿
倣
河
､
七
日
市
場
と

云
侍
る
｡
十
七
市
は
背
梅
に
立
故
､
七
日
､
廿
七
日
を
常
伊
比
井
中

綿
ル
O
七
日
市
場
之
衆
不
合
意
也
､
依
両
年
静
の
弼
岡
長
石
御
門

と

談
合
'
常
村
甘
姓
を
勤
ル
省

,L
和
引
越
ス
､
市
来

Fl
祭
日
セ
ハ汀

こ.

倒
肘
を
吋
雪

四
日
､
十
日
'
廿
四
日
合
六
度
'
市
日
ハ

敦
徳
太

子

此
日
を
定
被
遊
侠
と
放
ル
､
但
シ
今

ハ
､
江
村
市
日
に
差
合
故
勝
手

之
EE
を
定
ル
也
.
依
耐
予
の
廃
､
仁
尤
街
門
'
長
有
鉛
門
と
､
勘
仰



拭
鵜
野
新
E
雅
拓

の
桝
牝
(筋

一
報
)

親!.li_.A,慶長元 利 .兎 .衣

転lW研 南 開 肝 肝i"lti帖 回 目日日ー ー1一一o事1112131415llllー｢=一一
輔 蹄帖｣日用m 川目し山｣⊥L｣⊥
今 寺回目日日日用 m 引l∩1JJ
吹 l--IltriTT日日日日日日日日日日- 附け日日日日日日日日日日=一日
･7.li 可 1日日日日日日日日日‖日日
I,.pp:..J可lH｢｢m ti日日目鼻l日日=ー
谷 可=itm l1回1日一日日L日日

崇 柵 Flllf2日侶≠什肝H冊 卜
丁 前 1日日日｣∪2LJLU1日｣∪=ll

藤 橋⊥LLLiliJJ⊥ltrm r｢rnTnTrr芸 拙 拙 出 冊 日刊井口君干
日向利可日日日日 刷 日日日日｢日日
仙 可=日日I日 日日日日日i1日 J
長 可 1回回 目 日日日日日日日日i l F
旦 1日 llEr]コ工 [ ⊂Hi日日lEm
野 ｣TmTrm nm 1日川 nm-
利 …=旧 =llT仙｣日日日日日日
大和汀両日I日日Lu日日日日帖 ～
言 ㌃訂rTrm l｢何｢l11日廿日日用 r

妨2衷 抑 叫棚拘拓'.'riEl'初の川宵姓の観相と年次
(表中1｡2･--戸数を示す)



第 二 固 新町村開拓常初の人口移動



山
犬
柑
門
'
閉
場
桝
に
吋
立
･:九
也
､
佃
紬
月
廿
七
日

1
肘
は
凹
年
E

ニ
宥
四
人
姐
中
林
共
外
月
北
市

ハ
予
挺
斗
村
立
･定
也

と
記

し

て

あ

る

｡
之

を

以
て

考

察

す

る

と

､

哲
雄
の
昔

梅
'
七
且
り
場
と
鼎
立
し
て
新
市
を
鍵
y
P
相
の
繁
昌

を
期
し
た
の
で
あ
ら
う
｡

然
し
新
市
を
立
て
る
と

い
云

事
は
極
め
て
困
難
の
事

で
あ
っ
て
､
何
塵
に
於
で
も
粛
軍
が
あ
っ
た
｡
地
方
凡

例
銀
怨
十
に

1

.

市

場

之

軸

足

ハ
甘

ヨ
リ
場
所
･:叱
り
'
非
桝

二
維
日
鑑
T71i
ト
日
限
細
り
'
同
町
ノ

内

ニ
チ
モ
対
立
ノ
場
所
･:'4
リ
甘

ヨ
リ
･34
リ
グ
ル
桝

ノ
外

ハ
黙
ガ
､
勿

輸
前

々
ヨ
リ
,-itI餌
鵬

二
軍

ノ
セ
ア
リ
､
鵜

..
市
場
ノ
伐

二
什
公
雄
川

入
ア
ル
時

ハ
付
紙
鵬
次
節

ナ
リ

と
あ

わ

'

更

に

巾
ナ
キ

町
方
､
新
規

,r
市
｣?.I
ル
串
鮮
ク
仲
止
也
､
市
立

ハ
不
･:1J;
易
ノ

郎

;
テ
､
骨

ヨ
リ
ノ
柑

ハ
柿
別
'
今
新
タ

二
眼
=1jl･小
ガ
ヒ
川
ル
ト
モ

根
上
ナ
シ
F
滋

レ
ド
泣
所

二
叩
ナ
ク
バ
粥
郎

二

伸非
ノ
別
解

ヲ
ヨ
ク

タ
ダ
シ
タ
ル
上
井
租
ス

ー七吋
也

と
あ

る

｡

該

輩

は

､

光

政

初
期
の
米
作
で
は
あ
る
が
､

戴
す
る
期
は
琉
-
､
穂
川
時
代
の
紳
酒
上
の
串
柄
を
記

し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
既
に
徳
川
初
期
の
頃
ほ
も
新
規

純
減
野
新

E=淡
路

の
柳
城
(
餅

一
軸
)

に
市
恕
立
る
革
は
垂
難
の
革
で
あ
っ
た
の
Lで
あ
る
｡
併

し
そ
の
後
接
衝
の
.姉
基
'
新
町
相
は
'
帝
梅
の
市
の

l

部
数
貨
払
受
け
て
市
場
を
問

い
た
と

い
ふ
革
は
､
新
編

武
減
風
土
記
稿
巻
之
甘
十
七
七
帝
梅
村
の
懐
に

-
‥
元
木
月
こ
と
二
'
七
の
日

を
用

て
六

度
の
尤
市

な
り
L
が
'
政

和
て
'
七
日
､
甘
七
日
の
繭
庇
を
常
郡
新
町
村

(
級
-
L
よ
り
'
月

に
倒
庇
と
な
り
L
が
､
別
に
五
日
7
甘
五
日
の
神
目
を
始
て
其
代
目

と
な
す

‥
-

と
あ

る

の
よ

ゎ
し
て
も
推
定
で
0
,や
う
｡
そ
れ
故
新
町

村
は
農
村
で
あ
る
と
共
に
市
場
町
と
し
て
の
機
構
を
有

し

てゐ
た
も
の
で
､
現
衣
の
砦
辞
形
態
に
も
を
の
面
影

を

留め
て
ゐ
る
の
は
排
日
す
べ
p
u
事
で
あ
る
｡

九
㌧
繋

落
､
形

態

新
町
の
緊
蕗
は
'
脊
椎
街
道
を
挟
ん
で
､
両
側
に
規

則
正
し
-
民
家
が
立
塩

ん
で
ゐ
る
.
開
拓

の
皆
初
は
設

定
し
た
屋
敷
割
が
現
在

の
新
町
の
栗
蕗
の
基
礎
を
な
し

てゐ
る
の
で
あ
る
.

ィ
､
屋

敷

割

新
町
の
屋
敷
割
は
第
三
間
の
如
-
で
あ
る
｡
中
英
の

村
道
は
而
し

て怖
々
斑
角
の
屋
敷
割
が
施
さ
れ
宅
地
の

四

完

四
七



第 三 IL;Tjl 新町の地割と袈洋景観

妨

二
十
六
谷

節
六
改

H

O

I

<

竹
後
に
.i
f赦
林
を
示

し
虹
に
川

一
の
小
社
以
て
知
珊
瑚

の
耕
地
に
つ
iJ
5'
で
ゐ
る
.

現
収
は
'
分
家
や
譲
渡
等
の
鳥
'
虹
に
細
分
r,jt
ね

も
の
79
あ
る
が
'
仰
そ
の
tiS
形
態
は
推
定
で
き

る
｡
宅

地
は
'
逆
齢
に
而
し
て
ゐ
る
が
'
泣
路
と
の
聞
ーこ
'
巾

二
岡
林
の
･:横
地
を
残
し
て
ゐ
る
｡
之
は
新
町
の
糊
拓
督

初
企
推
し
'
昔
船
の
小
の

一
部
を
凍
み
受
け
て
捌

い
た

心
の
立
っ
た
用
で
あ
る
(第
円
岡
参
照
)

0

第r州･';･･_.'1新町の袋路嘉軌

現
収
で
は
iE

も
塵
紙
し
数
許

も
純
農
村
と
な

っ
て
ゐ
る
の
で

此
の
･;准
地
と
干

場
と
し
て
利
川

L
t
或
は
茶
州

火

は
端
兼
州
と

し
て
利
用
し
て

み
る
も
の
が
多

い
｡
新
し
-
吊



き
た
家
は
道
路
に
虜
接
し
金
-
か
･J
る
基
地
を
威
し
て

ゐ
在

い
○

共
同
井
戸
は
多
-
は
此
の
基
地
に
あ
る
が
､
衆
静
の

相
貌
ほ
近
-
あ
る
も
の
は
､
街
道
の
中
火
近
-
ほ
存
在

し

てみ
る
(婦

1
岡
顔
照
)
o

p
､
新
州
剤
と
屋
敷
割
と
の
闘
係

新
町
の
難
路
と
各
戸
の
所
有
耕
地
は
極
め

て規
則
的

で
'
屋
敷
の
後
方
に
つ
i/
-
短
冊
型
の
耕
地
割
を
を
の

所
有
と
し
て
お
る
C'

新
町
の
農
家
の
屋
敷
内
の
配
置
と
間
取
間
(密
野
氏
叱
)

拭
鵜
野
新
日
米
路

の
那
究
(筋

一
報
)

屋
敷
林
が
特
は
道
路
北
側
の
祭
路
に
多
-
分
布
し

て

ゐ
る
の
は

一
に
北
風
防
御
の
為
と
俳
秤
さ
れ
る
.

屋
敷
内
の
家
屋
の
配
置
は
第
五
岡
(菩
野
氏
宅
)
に
あ

る
如
き
も
の
が
i;
-
､
敢
近
の
家
は
多
-
は
母
屋
が
道

路
は
接
し
て
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
｡

荷
此
の
集
落
の
大
部
分
は
､
革
茸
木
造
の
平
家
で
あ

る
｡
養
茸
を
主
と
す
る
地
域
で
あ
っ

て､
そ
の
坪
数
も

多
二

又
屋
収
束
は
換
乗
装
置
の
あ
る
家
が
多

い
｡
座

敷
の
大
部
分
は
番
鷺
期
に
は
'
直
ち
に
賀
宴
と
在
る
の

で
あ
る
｡

そ
の
為
間
取
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又
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史
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れ
る
｡

八
､
道
路
と
宅
地
と
の
間
に
残
る
帯
状
の
塞
地
は
市
場

春
在
潜
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